
沖縄戦から７８年もの月日が経過し、最後の激戦地となった沖縄県糸満市にある摩文仁（まぶに）にある平

和記念公園では、太平洋戦争末期の沖縄戦での犠牲者を悼（いた）む「慰霊の日」（６月２３日）に「沖縄全戦

没者追悼式」が営まれました。住民を巻き込んだ激しい地上戦の末、２０万人以上もの人たちが亡くなり県民

の４人に１人が命を落とした昭和２０年の沖縄戦。今年の追悼式は、４年ぶりに一般の方も参列することがで

きたそうです。式典では、児童生徒を代表して、私立つくば開成国際高校３年生の平安名秋（へいあんなあき）

さんによる平和の詩「今、平和は問いかける」が朗読されました。（全文を掲載します。）平安名さんが中学生

の頃に糸満市の摩文仁にある「平和の礎（いしじ）」を訪れた際のことですが、祖母が戦争で亡くなった兄の名

前に触れて、そして、涙する姿が今もしっかりと目に焼きついているそうです。朗読するときには、詩の原稿

とともに、祖母が大切に保管してきた海軍で亡くなった祖母の兄の写真を持ってあがりました。参列者に問い

かけるように「私は過去から学び、そして未来へと語り継いでいきたい」と、静かな会 

場に力強く響いた彼の声は、平和を紡ぐ決意を示したものでした。参列者の中には目を 

閉じて聞き入り、涙を流す人がたくさんいました。７８年前の沖縄戦と現在の国際状況 

を重ね合わせて、沖縄のチムグクル（肝心）という言葉を通して、彼の思いは「沖縄戦 

を経験したからこそ、平和への思いを伝えていける」という言葉で締め括られています。 

◆ ６月２３日「沖縄全戦没者追悼式」より 

大阪市立城陽中学校 校長室だより ～共に学び続ける子どもたちのために～ 
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